
１ 課の運営方針

２ 担当（係）の使命（果たす役割）
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（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

令和元年度 課の運営方針書

担当予算事業数 8

職員数 正職員
臨時

嘱託職員
正職員 51,576

歳入予算額 1,472 歳出予算額

7,368

41,804

1,296
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8 7 1 人件費
臨時

嘱託職員

【課の使命】（課が果たす役割）
   総合支所において、地域の行政サービスを提供する総合的な窓口として、迅速、的確な対応に努め、安心安全で住みよいまちづくりを進めます。また、コアプラザかのにお
いては、保健・福祉・医療を中心とした複合的な機能を持つ拠点施設として、市民グループや関係機関との連携・協力により、地域コミュニティ活動の推進を図ります。

【課の目標】（令和元年度の課の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）

①鹿野総合支所をコアプラザかのへ移転し、整備するための基本設計を実施する。
　 使いやすく、親しみやすい施設整備に向けて、住民の意見を反映した基本設計書を策定します。

②住民が参画するまちづくり・地域づくりを支援します。
   これまでのコアプラザかのの多様な機能に加え、コミュニティ組織と連携し、地域課題の解決に向けた活動を展開できる拠点へ移行できるよう、新たな取り組みを進めま
す。

③地域住民主体の自主防災組織の充実を目指します。
　自主防災組織の自助・共助の地域力向上に向けて活動を支援し、更なる地域の防災体制の充実を図ります。

④人口減少・高齢化に伴う地域の変化に応じた交通手段の充実を図ります。
　乗合タクシーふれあい号の確保維持を図るととともに、利用者拡大に向けた取り組みを行います。

⑤地域資源の活用により地域の活性化を支援します。
　昨年実施した集落点検の結果に基づき、鹿野の地域資源を再点検し、農業体験や観光ツアーなどの交流資源として有効的な活用を進めます。

【働き方改革による業務改善等の取組み】
　課内で業務内容やスケジュールを共有し、優先順位付けや役割分担を適切に行い、職員の業務の効率化と残業の縮減に努めます。

（地域政策担当）
　総合計画の推進施策である次頁の中期目標以外の業務についても、今後、地域の実情を考慮しながら諸事業に取り組みます。
（コアプラザかの担当）
　新たな事業展開を模索し、「コアプラザかの」の利用を推進します。また鹿野診療所部分も含めた施設全体の効果的な施設管理運営を行います。
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４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

2

3

実現したい成果　（最終目標）推進施策

1

目標

9行政経営
4公共施設老朽化への対応
(1)公共施設老朽化への対応

鹿野総合支所の老朽化への取組みを着実に推進し、将来にわたり持続可能な市民サービスに
つながる行政運営を進めます。

３　地域づくり
１地域コミュニティの活性化
（1）住民主体の地域づくりの促進

地域住民の生活を支える重要拠点として、「コアプラザかの」での活動を活性化し、関係機関との
ネットワークによる地域づくりを進めます。

３　地域づくり
２　中山間地域の「地域づくり」の促進
(４)ＵＪＩターンの促進

集落支援員を活用し、夢プランの策定や空き家を活用した移住・定住に向けた取り組みを進めま
す。

6
７　産業・観光
１０観光・コンベンション等による交流の推進
（４）都市農山漁村交流の推進

「周南学びの旅推進協議会」と連携し、鹿野の自然や歴史・暮らしなど、地域にある資源を生かし
た体験や滞在できる交流活動を進めます。

4　安全安心
１災害に強いまちづくりの推進
（2）防災対策の充実

地域住民主体の自主防災組織の活動の充実・強化を図り、地域防災力を高めます。4

5
6　都市基盤
２交通環境の充実
（１）生活交通の確保・維持・充実

人口減少・高齢化に伴う地域の変化に応じた交通手段の充実を図ります。


